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１．はじめに 

 超高強度レーザーシステムのフロントエン

ドの安定化、小型化、高効率化を目的として、

現在シングルモードファイバ増幅器の出力最

適化を計算で予測することを試みている。現在

用いている Yb ファイバ（YDF）は Yb イオン

濃度が不明であるため、出力最適化の前段階と

して Ybイオン濃度の同定を行った。 

２．実験方法 

被測定ファイバのファイバ長を変え、その都

度、出力が異なる LD 励起光を入射した際の

LD 光の透過率を測定した。実験構成図を図１

に示す。 

 

 

 

 

 

 

被測定ファイバは、コア径 6 µmの偏波保持

Yb ドープシングルモードファイバを用い、励

起光源に 980 nm LD モジュールを用いる。測

定時は LD モジュールにつながるシングルモ

ードファイバと YDF を融着接続した。LD 透

過光はコリメートレンズで平行光とし、光スペ

クトラムアナライザ（OSA）とパワーメーター

を用いてスペクトル及び出力の測定を行った。 

３．実験結果 

各励起パワーに対する LD 透過光パワーの

YDF長さ依存性を調べた（図2）。YDF長が0 cm

時の LD 透過光パワーが実際に YDF へ入力し

たパワーであると類推できることから、LD 出

力の YDFへの結合効率は約 53 %であった。こ

の結合効率を用いて計算した、励起光パワーに

対する LD 透過光パワーを実験値にフィッテ

ィングすることにより、イオン濃度 1.3×10
19 

[ions/cm
3
] を予測した（図 3）。 

 

 

４．まとめと今後 

今後は増幅出力の実験データを数値解析に

より再現することで、Yb ファイバの増幅動作

の理解を深めつつ増幅器の出力最適化を進め

たい。 
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図2 YDF励起パワー毎のLD透過光パワー

に対するYDF長さ依存性 
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図3 LD透過光パワーのYDF励起パワー依存性 

実験値 
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図 1 LD 透過光測定実験構成 1.3×10
19

[ions/cm
3

]  
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